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市民活動センター登録団体紹介 No.6

現
代
、
学
校
や
家
庭
以
外

で
子
ど
も
や
若
者
に
関
わ
る

大
人
は
減
り
、
親
の
意
識
の

差
に
よ
り
、
教
育
や
情
報
の

〝
格
差
〞
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
人
生
で
、
誰
と
出
会
え

る
か
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と

で
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、

人
生
は
も
っ
と
豊
か
に
な
り

ま
す
。
国
際
交
流
を
通
し
地

域
資
源
を
活
用
し
て
〝
社
会

教
育
〞
と
し
て
、
学
校
や
家

庭
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
、
学
べ
な
い
こ
と
へ
の
橋

渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

野
々
市
市
に
は
令
和
3
年

12
月
末
現
在
５
４
７
人
の
外

国
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
本

協
会
で
は
、
多
文
化
共
生
社

会
を
目
指
し
、
市
の
国
際
交

流
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協

力
し
、
外
国
人
支
援
・
国
際

交
流
・
国
際
理
解
に
関
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月

２
回
開
催
の
「
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
教
室
（
参
加
費

無
料
）」で
は
、日
本
語
サ
ポ
ー

タ
ー
・
学
習
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ｗ
ｅ
ｂ
会
議

ア
プ
リ
Ｚｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
。

市民
活動
センタ

ー㏚キャラクターノバメ
ち
ゃ
ん

県青年国際交流機構（IYEO） 市国際友好親善協会

市市市民民民
活活活活動動
セセンンタタ

ラククタターノノバババメメ
ちち
ゃゃ
んん

市民活動センターには、活動の課題
や困りごと解決をお手伝いする２人の
コーディネーターがいます。気軽に相
談ください。勤務日や予約はこちら→ 山田  和夫さん 高橋  美乃梨さん

にぎわいの里ののいち  カミーノ内の市民活動センターに
は、地域のために活動している市民団体がたくさん！ノバメノ．
メでは、そんなステキな団体の皆さんを紹介します！

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
紹
介

Web 版
「ノバメノ．メ」
はこちら→

外国人住民との橋渡し

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ
内
の
商
業
施
設１

の
１
 N
O
N
O
IC
H
I

を
拠
点

に
、
市
の
観
光
や
物
産
に
関

す
る
情
報
の
発
信
、
公
共
空

間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。１

の
１
 N
O
N
O
IC
H
I

は
も
う
す

ぐ
３
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市

内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
さ

あ
！
野
々
市
市
か
ら
は
じ
め

よ
う
」
の
掛
け
声
の
も
と
、

新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
。
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
に

活
気
づ
く
里
ま
ち
野
々
市
の

魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
動
中
。

会
員
は
現
在
50
名
で
、個
人
・

団
体
問
わ
ず
に
要
望
に
応
じ

て
観
光
案
内
を
担
い
、
週
末

に
は
「
喜
多
家
住
宅
」
に
常

駐
し
、
当
日
の
ガ
イ
ド
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
小
学
生

を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ
と
教

育
の
講
師
役
や
、
養
成
講
座

を
通
し
た
ガ
イ
ド
養
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

市観光物産協会ボランティアガイドののいち里まち倶楽部

野々市市からはじめよう

住んでよし。訪れてよし。




